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フォーサイトって何？
　仙台市の地域建設業者で組織
する仙台建設業協会（仙建協）が発
行する無料の地域情報マガジンです。
本来の意味は「先見の明」で、「仙建
協」との韻を踏んでおり、仙台の
未来を見通す内容とする願い
が込められています。

（
一
社
）仙
台
建
設
業
協
会  

会
員
会
社

【青葉区】
熱海建設㈱
㈱熱海工務店
㈱熱海店
㈱阿部和工務店
阿部建設㈱
㈱石井組
遠藤建業㈱
奥田建設㈱
金福建設㈱
㈱小松建設
庄子建業㈱
㈱鈴木建設
仙建工業㈱
千田建設㈱
東北共栄建設㈱
㈱東北ロンテック
銅谷建設㈱
日建工業㈱

【青葉区】
㈱橋本店
東日本コンクリート㈱
㈱広瀬組
㈱深松組
宮環建設㈱
山川建設㈱
ワーカー工業㈱

【泉区】
赤坂建設㈱
㈱泉工務店
海道建設㈱
㈱さとう総業
東北グレーダー㈱
中田建設工業㈱
㈱桝田組
丸武建設㈱
㈱三浦組

【宮城野区】
栄喜工業㈱
奥山工業㈱
㈱鎌田建設
後藤工業㈱
伸和興業㈱
仙台アスコン㈱
仙台土木建築工業㈱
㈱髙工
鷹觜建設㈱
㈱丹勝
中城建設㈱
長谷川建設㈱
㈱丸鹿
㈱湯目建設
㈱渡邊舗装工業

【若林区】
遠藤工業㈱
遠藤吉照土建㈱
皆成建設㈱
㈱加賀
木皿建設㈱
栗村建設興業㈱
サイト工業㈱
㈱佐元工務店
仙舗建設㈱
㈱丹秀工務店
㈱千葉建設
東北ニチレキ工事㈱
日道建設㈱
ヤマトワーク㈲
若葉建設㈱

【太白区】
㈱阿部砂利建設
河北建設㈱
㈱柴田建設工業
㈱ショウエー
通信道路㈱
㈱東北リアライズ
㈱永岡
㈱日啓工業
㈱丸三建設興業
㈱三浦勇工務店
山辰建設㈱
陽光建設㈱

【黒川郡大和町】
大和建設㈱
八嶋建設㈱
㈱吉田工務店

【黒川郡大衡村】
㈱松川土木
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甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節

目
を
迎
え
た
仙
台
市
。
復
興
を
遂
げ
た
市
は
、
こ
れ
か
ら
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
政
の
拠
点
と
な
る
市
役
所
本

庁
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
た
準
備
を
進
め
な
が
ら
、
勾
当
台
・

定
禅
寺
通
エ
リ
ア
の
魅
力
を
高
め
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
、

勾
当
台
公
園
・
市
民
広
場
の
再
整
備
や
定
禅
寺
通
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
仙
台
・
東
北
の
顔
で
あ
る
青
葉

通
・
仙
台
駅
前
エ
リ
ア
を
さ
ら
に
魅
力
的
な
場
所
と
す
る
た
め

の
検
討
に
も
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
市
内
に
建
設
さ
れ
た
学
校
や
文
化
施
設
な

ど
の
公
共
建
築
物
は
、
完
成
か
ら
年
月
が
経
過
し
、
次
の
時
代

に
向
け
た
改
修
時
期
に
差
し
掛
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
試
み
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
建
物
を

効
率
よ
く
修
繕
し
、
長
く
安
全
に
使
お
う
と
い
う
取
り
組
み
が

同
時
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

巻 頭 特 集

市
の
新
規
事
業
と

大
規
模
改
修
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イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
も

視
野
に
検
討

現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
は
、
1
9
6
5
年
の
完

成
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
、
建
物
や
設
備
の
老

朽
化
と
い
っ
た
耐
用
限
界
が
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま

人
中
心
の

道
路
空
間
に

仙
台
駅
前
の
青
葉
通
エ
リ
ア
を
歩
行
者
に
開
か

れ
た
空
間
に
し
よ
う
と
い
う
検
討
も
始
ま
り
ま
し

た
。
仙
台
、
そ
し
て
東
北
の
玄
関
口
と
し
て
、
さ

ら
に
は
経
済
活
力
を
生
み
出
す
拠
点
エ
リ
ア
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
、
賑
わ
い
の
あ
る
公
共
空
間
づ
く

り
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

青
葉
通
の
仙
台
駅
周
辺
は
、
「
せ
ん
だ
い
都
心

再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
「
東
北
の
発

展
を
牽
引
す
る
仙
台
の
顔
」
に
な
る
場
所
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
商
業
施
設
「
Ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｎ
」
と
Ｇ
Ｓ
ビ
ル
跡
地
の
一
体
的
な
再
開
発
や
、

旧
さ
く
ら
野
百
貨
店
の
開
発
と
い
っ
た
動
き
も
あ

り
、
青
葉
通
を
中
心
に
北
側
・
南
側
で
の
大
規
模

開
発
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
。
ま
た
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
対
応
能
力
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
に
対
応
す
る
必
要
も
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
2
0
2
8
年
度
内
の
供
用
開
始

を
目
指
し
、
新
た
な
庁
舎
整
備
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
庁
舎
は
、
▽
多
く
の
人

が
集
う
な
ど
、
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
を
意
識
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
▽
震
災
の
経
験
を
活
か
し
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
「
災
害
対
応
・
危

機
管
理
」
▽
分
か
り
や
す
さ
や
使
い
や
す
さ
と

い
っ
た
「
利
便
性
」
▽
自
然
採
光
や
通
風
を
活

か
し
、
長
く
有
効
に
使
用
で
き
る
庁
舎
を
目
指
す

「
持
続
可
能
性
・

環
境
配
慮
」 

―
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、

市
民
の
生
活
や
活

動
を
支
え
る
拠
点

機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
の

低
層
部
は
市
民
に

開
か
れ
た
空
間
と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
で
活
用

で
き
る
拠
点
機
能
を
確
保
。
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出

に
つ
な
が
る
市
民
活
動
・
市
民
協
働
を
見
越
し
た

施
設
と
す
る
方
針
で
す
。

基
本
設
計
業
務
を
手
掛
け
る
石
本
建
築
事
務

所
・
千
葉
学
建
築
計
画
事
務
所
Ｊ
Ｖ
が
示
し
た

完
成
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
一
番
町
商
店
街
か
ら
続
く

街
路
を
引
き
込
ん
だ
空
間
や
、
市
民
活
動
な
ど
で

活
用
で
き
る
広
場
を
備
え
た
庁
舎
像
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
建
替
事
業

駅
前
青
葉
通
広
場
化
構
想

市
民
に
開
か
れ
た

庁
舎
を
計
画

東
北
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
空
間
へ
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現在の市役所外観

新本庁舎の完成イメージ

市民利用を意識したまちづくりの設計コンセプト

青葉通駅前エリアの対象範囲
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市
民
が
日
常
的
に

集
ま
る
場
所
へ

仙
台
市
は
現
在
、
商
業
施
設
な
ど
が
多
く
立
地

す
る
仙
台
駅
前
に
人
の
流
れ
が
集
中
す
る
傾
向
に

特
に
、
駅
前
交
差
点
か
ら
愛
宕
上
杉
通
り
交
差

点
ま
で
の
約
１
５
０
㍍
は
、
訪
れ
た
人
が
仙
台
の

魅
力
を
感
じ
、
ま
た
来
た
い
と
思
う
エ
リ
ア
と
す

る
た
め
、
居
心
地
が
良
く
、
人
と
の
関
係
が
生
ま

れ
、
魅
力
的
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
な
人
中
心

の
空
間
づ
く
り
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
方
針
で

す
。近

年
、
国
内
で
は
主
要
な
駅
前
空
間
の
歩
道
、

緑
地
の
拡
大
や
広
場
化
の
試
み
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
仙
台
駅
前
も
各
地
の
先
行
事
例
を
参
考
に

し
つ
つ
、
人
中
心
の
広
場
と
す
る
案
や
、
一
部
の

車
両
の
通
行
を
認
め
る
案
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
向

性
か
ら
開
発
・
活
用
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
人
中
心
の
開
か
れ
た
空
間
と
す
る

こ
と
で
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
き
な
災
害

が
起
き
た
際
に
は
、
帰
宅
で
き
な
く
な
っ
た
人
た

ち
の
一
時
的
な
滞
留
場
所
と
す
る
な
ど
、
防
災
に

役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
活
用
の
方
向
性
だ
け
で

な
く
、
現
在
駅
前
に
集
中
し
て
い
る
バ
ス
停
の

配
置
と
い
っ
た
交
通
機
関
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
、
鉄
道
と
い
っ
た
交
通
事
業
者
や
警
察
な
ど

を
交
え
て
協
議
会
を
開
催
し
、
仙
台
の
顔
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
エ
リ
ア
づ
く
り
に
向
け
た
議
論
が
進

行
中
。
エ
リ
ア
の
強
み
や
弱
み
、
求
め
ら
れ
て
い

る
機
能
や
活
動
を
整
理
し
た
上
で
、
新
た
な
将
来

像
が
導
き
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
勾
当
台
・
定
禅

寺
通
エ
リ
ア
を
、
市
民
ら
が
日
常
的
に
集
い
、
賑

わ
い
と
交
流
を
生
み
出
す
仙
台
の
象
徴
と
す
る
た

め
、
2
0
2
1
年
5
月
に
「
勾
当
台
・
定
禅
寺

通
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
「“
交
流
”

と
“
ゆ
と
り
”
を
楽
し
む
と
こ
ろ
～
み
ん
な
で
育

む
“
仙
台
の
庭
”
～
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の

理
念
を
示
す
と
と
も
に
、
官
民
連
携
で
取
り
組
み

を
進
め
る
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
公
共
空
地
や
歩
道
の
活
用
に
加

え
、
車
線
規
制
を
伴
う
道
路
空
間
の
利
活
用
に

よ
る
店
舗
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
歩
行
者
と

自
転
車
の
交
錯
改
善
の
た
め
の

道
路
空
間
再
構
築
な
ど
、
幅
広

い
取
り
組
み
を
検
討
。
こ
れ
ま

で
定
禅
寺
通
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
文

化
芸
術
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
さ
れ
て
き

た
歴
史
な
ど
を
強
み
に
、
交
流

や
賑
わ
い
、
生
活
の
ゆ
と
り
を

楽
し
む
場
所
と
し
て
、
市
民
ら

に
選
ば
れ
る
空
間
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
本
庁

舎
建
替
事
業
や
仙
台
駅
前
エ
リ

ア
の
活
性
化
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

む
中
、
賑
わ
い
の
創
出
や
回
遊

性
の
向
上
と
い
っ
た
共
通
の
目

標
を
掲
げ
て
、
一
体
的
に
活
性

化
を
目
指
す
こ
と
も
ね
ら
い
で

す
。さ

ら
に
、
こ
の
エ
リ
ア
で
は

建
築
物
の
老
朽
化
と
い
う
課
題

も
抱
え
て
お
り
、
エ
リ
ア
内
に

人
が
集
い
活
気
が
生
ま
れ
る
こ

と
で
、
改
修
や
建
て
替
え
な
ど
民
間
事
業
者
に
よ

る
開
発
の
活
性
化
と
い
っ
た
効
果
に
も
期
待
が
掛

か
り
ま
す
。

仙
台
市
は
、
勾
当
台
・
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
先
駆
け
、
地
域
住
民
を
中
心
と
す
る

官
民
連
携
組
織
「
定
禅
寺
通
活
性
化
検
討
会
」

と
と
も
に
2
0
1
9
年
か
ら
社
会
実
験
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
定
禅
寺
通
の
一
部
の
車
線
や
歩
道
を

利
用
し
た
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、

日
常
的
な
賑
わ
い
・
交
流
を
生
み
出
す
た
め
の
道

路
空
間
利
活
用
の
効
果
や
課
題
を
調
査
し
て
い
ま

す
。

歩
道
や
道
路
空
間
を

活
用

勾
当
台
・
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
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選
ば
れ
る
都
市
、

仙
台
の
実
現
を

目
指
し
て

仙台市

郡   和子 市長

仙台建設業協会

深松   努 会長

対  談　東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
―
。
こ
の
間
、
市
民
と
行
政
さ
ら
に
私
た
ち
仙
台
建
設
業
協
会
な
ど
も
一
丸
と
な
っ
て

復
旧
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
復
興
関
連
事
業
は
お
お
む
ね
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
台
市
は
新
た

な
基
本
計
画
を
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
次
の
10
年
に
向
け
て
「
挑
戦
を
続
け
る
、
新
た
な
杜
の
都
へ
」
を
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
８
月
の
選
挙
で
郡
和
子
市
長
が
２
期
目
の
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
郡
市
長
と
深
松
努
仙
台
建
設
業
協
会
会
長
の
お
２
人
に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
仙
台
市
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

対 談　選ばれる都市、仙台の実現を目指して

大
規
模
改
修
事
業

着
実
に
進
む

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い

る
日
本
。
東
北
一
の
人
口
規
模
を
誇
る
仙
台

市
も
、
２
０
２
７
年
の
人
口
を
ピ
ー
ク
に
、

以
降
は
減
少
に
転
じ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
口
が
減
り
、
税
収
減
な
ど
で
財

政
的
な
制
約
が
強
ま
っ
て
い
く
中
で
、
市
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
庁
舎
や
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
を
持
続
的
に
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
仙
台
市
は
「
公
共
施
設
総
合
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
策
定
。▽
大
切
に
長
く
使
う
▽

効
率
的
に
使
う
・
つ
く
る
▽
総
合
的
に
進
め

る
―
の
３
点
を
方
針
に
掲
げ
、
施
設
の
用
途

に
応
じ
て
60
〜
80
年
の
計
画
保
全
年
数
を
設

定
し
、
お
お
む
ね
20
年
ご
と
に
計
画
的
に
大

規
模
改
修
工
事
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
が
安
心
し
て

長
く
使
え
る
施
設
へ

1
9
8
8
年
の
完
成
か
ら
30
年
以
上
が
経
過

し
た
太
白
区
役
所
で
は
、
外
壁
補
修
な
ど
の
大

規
模
な
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
役
所
を
使
用
し
な
が
ら
の
改
修
だ
っ
た
た
め
、

職
員
の
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、
音
が
出

る
作
業
は
土
日
に
変
更
し
た
り
、
足
場
を
組
み
立

て
る
際
に
は
無
線
を
使
用
し
て
必
要
最
低
限
の
声

完
成
か
ら
30

年
が
経
過
し
た

た
め
、
長
寿
命

化
や
老
朽
化
設

備
の
改
善
を
図

り
、
現
行
の
建

築
基
準
法
を

満
た
す
よ
う
に

改
修
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し

た
。工

事
で
は
、

市
民
が
利
用
し

て
い
る
施
設
の

た
め
、
長
期
間

の
休
館
と
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
。
2
0
1
3
年
か
ら
部

分
的
な
改
修
を
進
め
、
全
館
閉
館
期
間
が
1
年
を
超

え
な
い
よ
う
に

調
整
し
な
が
ら

計
画
的
に
実

施
。
こ
れ
に
よ

り
、
改
修
工
事

に
伴
う
全
館
閉

館
は
、
昨
年
10

月
5
日
か
ら
今

年
9
月
30
日
ま

で
で
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

仙
台
市
太
白
区
役
所

（
外
部
）大
規
模
改
修

桝
田
組

施
工

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
修

大
林
組
・
阿
部
和
工
務
店
・
深
松
組
Ｊ
Ｖ

施
工

仙
台
市
立
栗
生
小
学
校

大
規
模
改
修

仙
建
工
業

施
工

施
設
概
要

工

期

主
な
工
事
内
容

1
9
8
8
年
竣
工
。Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地
上

7
階
地
下
1
階
建
て

2
0
2
0
年
11
月
14
日
〜
2
0
2
1
年

8
月
31
日

外
壁
補
修
、屋
上
防
水
更
新
、外

部
建
具
更
新
な
ど

施
設
概
要

工

期

主
な
工
事
内
容

1
9
8
9
年
竣
工
。Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地
上
4
階

地
下
2
階
建
て

2
0
2
0
年
7
月
1
日
〜
2
0
2
1
年
8

月
18
日

外
壁
補
修
、内
装
改
修
、ホ
ー
ル
天
井
改

修
な
ど

施
設
概
要

主
な
工
事
内
容

1
9
9
1
年
竣
工
。Ｒ
Ｃ
造
3
階
建
て
、延

べ
6
5
6
4
平
方
㍍

外
壁
塗
装
改
修
、屋
上
防
水
更
新
、内

装
改
修
、給
食
室
全
面
改
修
、ト
イ
レ
乾

式
化
な
ど

修繕前

修繕後

外観

完成

※SRC造＝鉄骨鉄筋コンクリート造　 RC造＝鉄筋コンクリート造

着工前

コンサートホール

掛
け
で
済
む
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
工
夫
を
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
改
修
に
必
要
な
材
料
に
は
な
る

べ
く
臭
気
の
少
な
い
も
の
を
使
用
。
さ
ら
に
、
訪

れ
る
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
入
口
の
交
通
誘

導
員
を
増
や
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

外
部
改
修
は
21
年
８
月
末
で
終
わ
り
、
現
在

は
内
装
改
修
や
電
気
や
機
械
設
備
・
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
の
内
部
改
修
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
25

年
3
月
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

栗
生
小
学
校
の
大
規
模
改
修
は
、
児
童
が
通
っ
て
い

る
中
で
の
工
事
と
な
っ
た
た
め
、
校
舎
全
体
を
6
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
。
施
工
に
と
も
な
う
足
場
や
仮
囲
い
の
設
置

で
、
換
気
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
教
室
が
暗
く
な
っ

た
り
と
い
う
状
況
が
長
期
間
続
か
な
い
よ
う
、
普
通
教

室
バ
ル
コ
ニ
ー
側
の
工
程
が
最
短
と
な
る
よ
う
に
人
員

を
集
中
さ
せ
て
工
事
を
進
め
、
な
る
べ
く
児
童
に
ス
ト

レ
ス
の
掛
か
ら
な
い
工
事
の
仕
方
を
工
夫
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
授
業
を

考
慮
し
た
騒
音
作
業

の
時
間
制
限
、
不
審

者
対
策
と
し
て
、
工

事
関
係
者
を
識
別
し

や
す
く
す
る
と
い
っ
た

点
も
配
慮
し
な
が
ら

改
修
し
ま
し
た
。
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選
ば
れ
る
都
市
、

仙
台
の
実
現
を

目
指
し
て

仙台市

郡   和子 市長

仙台建設業協会

深松   努 会長

対  談　東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
―
。
こ
の
間
、
市
民
と
行
政
さ
ら
に
私
た
ち
仙
台
建
設
業
協
会
な
ど
も
一
丸
と
な
っ
て

復
旧
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
復
興
関
連
事
業
は
お
お
む
ね
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
台
市
は
新
た

な
基
本
計
画
を
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
次
の
10
年
に
向
け
て
「
挑
戦
を
続
け
る
、
新
た
な
杜
の
都
へ
」
を
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
８
月
の
選
挙
で
郡
和
子
市
長
が
２
期
目
の
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
郡
市
長
と
深
松
努
仙
台
建
設
業
協
会
会
長
の
お
２
人
に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
仙
台
市
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

対 談　選ばれる都市、仙台の実現を目指して

今
年
４
月
、
新
た
な

基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

深
松
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

ら
た
め
て
１
期
目
の
感
想
と
２
期
目
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

郡
　
１
期
目
は
、
初
め
て
自
治
体
の
首
長
と
し
て
挑
ん
だ
４

年
で
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
約
束
し
た
こ
と
は
概
ね

形
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
、

こ
の
ま
ち
と
、
こ
の
ま
ち
に
住
む
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
ま
た

一
生
懸
命
頑
張
ろ
う
、
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
新
型
コ
ロ

ナ
へ
の
対
応
で
す
。
落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
を
回
復
さ
せ
る

た
め
に
、
本
市
と
し
て
も
様
々
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
ま

ち
の
魅
力
向
上
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
の

４
月
に
は
新
た
な
基
本
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
今

後
も
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
実
現
、
都
心
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
仙
台
な
ら
で
は
の
歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
着
実
に
取
り
組
み
、
こ
の
仙
台
を
、
皆
さ
ん
に
選
ん

で
い
た
だ
け
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

深
松
　
挑
戦
を
続
け
る
新
た
な
杜
の
都
、
選
ば
れ
る
仙
台
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
ぜ
ひ
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

都
心
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
発
表
か
ら
２
年
が
経
ち
、
い

く
つ
か
の
計
画
も
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景

や
経
緯
、
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

郡
　
仙
台
市
中
心
部
は
、
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
建

物
も
多
く
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
新
し
い
高
機
能
オ
フ
ィ
ス

を
整
備
し
な
が
ら
ビ
ル
の
建
て
替
え
を
進
め
て
新
た
な
企
業

を
誘
致
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
で
、
2
0
1
9
年
７
月
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
建
物
を
建
て
替
え
る
時
の
容
積
率
の
緩
和
や
、

企
業
誘
致
へ
の
助
成
な
ど
を
強
く
打
ち
出
し
て
お
り
、
第
一

号
の
認
定
と
な
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
仙
台
中
央
ビ
ル
が
23
年
に
竣
工

す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
第
二
、
第
三
の
認
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対 談　選ばれる都市、仙台の実現を目指して

1
9
5
7
年
3
月
31
日
生
ま
れ
。
仙
台
市
出
身
。
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和
子
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か
ず             

こ

ふ
か

　
　
　

 

ま
つ

　
　
　
　
　
　

 

　つ
と
む

深
松

　努
仙
台
建
設
業
協
会 

会
長

仙
台
市 

市
長

定
が
続
き
、
次
々
と
新
し
い
高
機
能
オ
フ
ィ
ス
を

備
え
た
ビ
ル
が
建
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

深
松
　
市
中
心
部
の
中
で
も
、
や
は
り
駅
前
が
今

後
ど
う
な
る
の
か
、
市
民
の
関
心
も
非
常
に
高
い

で
す
。
初
め
て
仙
台
を
訪
れ
た
人
の
多
く
が
、
駅

前
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
と
そ
こ
か
ら
伸
び

る
青
葉
通
を
見
て
感
動
す
る
と
の
声
を
聞
く
よ
う

に
、
や
は
り
駅
前
は
仙
台
の
顔
で
す
。
さ
く
ら
の

百
貨
店
跡
の
今
後
な
ど
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な

姿
を
描
い
て
い
ま
す
か
。

郡
　
駅
前
エ
リ
ア
は
、
新
幹
線
で
仙
台
に
降
り
立
っ

た
方
々
が
初
め
て
目
に
す
る
場
所
。
駅
前
か
ら
始

ま
る
青
葉
通
は
、
ケ
ヤ
キ
並
木
に
沿
っ
て
進
ん
だ

そ
の
先
に
、
清
流
の
広
瀬
川
や
大
手
門
へ
と
続
い

て
い
き
ま
す
。
伊
達
政
宗
公
が
拓
い
た
仙
台
の
ま

ち
の
象
徴
と
も
言
え
る
通
り
で
あ
り
、
そ
の
周
辺

を
ど
う
再
構
築
し
て
い
く
か
は
非
常
に
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
エ
リ
ア
の
将

来
像
を
検
討
す
る
「
青
葉
通
駅
前
エ
リ
ア
の
あ
り

方
検
討
協
議
会
」
を
今
年
６
月
に
立
ち
上
げ
て
、

こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
議
論
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
仙
台
の
駅
前
を
市
民
皆
さ
ん
の
交
流

や
新
た
な
旅
の
起
点
と
な
る
場
、
そ
し
て
高
機
能

オ
フ
ィ
ス
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ

ス
の
拠
点
に
も
な
る
、
そ
う
い
う
姿
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

深
松
　
同
じ
く
仙
台
の
代
表
と
し
て
定
禅
寺
通
が

あ
り
ま
す
。
私
も
県
外
や
海
外
の
方
に
仙
台
を
紹

介
す
る
際
に
定
禅
寺
通
の
新
緑
の
ケ
ヤ
キ
並
木
と

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
の
写
真
を
見
せ
る
の
で
す
が
、

だ
れ
も
が
“
こ
れ
本
当
に
あ
る
ん
で
す
か
、
ぜ
ひ

行
き
た
い
”
と
い
う
く
ら
い
感
動
し
て
く
れ
ま
す
。

定
禅
寺
通
と
勾
当
台
公
園
一
帯
の
活
性
化
に
つ
い

て
も
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
ね
。

郡
　
そ
う
で
す
ね
。
こ
ち
ら
も
非
常
に
力
を
入
れ

て
い
る
取
り
組
み
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る

検
討
会
で
も
、
様
々
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
し
、
本
市
と
し
て
も
今
年
５
月
に
勾
当
台
・

定
禅
寺
通
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
一
緒
に
な
っ

て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

勾
当
台
、
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
は
、
ま
さ
に
杜
の
都
・

仙
台
を
象
徴
す
る
場
所
で
居
住
者
も
増
え
て
い
ま

す
が
、
歩
行
者
の
通
行
量
は
減
少
傾
向
。
そ
こ
で
、

人
々
が
歩
い
て
楽
し
ん
だ
り
、
色
々
な
文
化
や
芸

術
な
ど
に
触
れ
た
り
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
ら

れ
た
り
と
い
っ
た
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

新
市
役
所
庁
舎
は

2
0
2
7
年
の
完
成
予
定

深
松
　
こ
の
エ
リ
ア
で
は
、
や
は
り
市
役
所
本
庁

舎
建
て
替
え
事
業
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
す
で
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
設
計
者
も
決
ま
っ

て
、
10
月
に
は
基
本
設
計
の
中
間
案
も
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
一
市
民
と
し
て
非
常
に
期
待
し
て

い
ま
す
が
、
全
体
の
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

郡
　
新
庁
舎
の
整
備
基
本
方
針
と
し
て
「
ま
ち
づ

く
り
」 

「
災
害
対
応
と
危
機
管
理
」 

「
利
便
性
」

「
持
続
可
能
性
と
環
境
配
慮
」 

の
４
つ
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
ま
ず 

「
ま
ち
づ
く
り
」 

に
は
、
低
層
部

分
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
場

を
設
け
た
り
、
市
民
協
働
の
象
徴
と
な
る
よ
う
な

場
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

「
災
害
対
応
と
危
機
管
理
」
は
、
東
日
本
大
震

災
の
経
験
を
生
か
す
と
と
も
に
、
近
年
の
頻
発
化
、

激
甚
化
す
る
様
々
な
災
害
時
に
も
司
令
塔
に
な
り

得
る
強
い
市
役
所
で
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
利
便
性
」 

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
来
庁
す
る
際

に
、
徒
歩
は
も
ち
ろ
ん
地
下
鉄
や
バ
ス
、
車
な
ど

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
も
利
用
し
や
す
い
市
役
所
と
し

ま
す
。
最
後
の 

「
持
続
可
能
性
と
環
境
配
慮
」 

は
、
執
務
フ
ロ
ア
に
自
然
採
光
や
自
然
通
風
を
採

り
入
れ
る
ほ
か
木
材
活
用
な
ど
も
図
っ
て
い
き
ま

す
。
今
後
、
22
年
度
か
ら
実
施
設
計
を
進
め
て
、

工
事
の
開
始
が
24
年
、
そ
の
後
27
年
に
完
成
し
、

28
年
に
は
新
庁
舎
に
移
る
予
定
で
す
。
ま
だ
少
し

先
に
な
り
ま
す
が
、
完
成
後
は
こ
の
一
帯
が
ず
い

ぶ
ん
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

深
松
　
ど
の
よ
う
な
庁
舎
が
誕
生
す
る
の
か
本
当

に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仙
台
は
“
楽

都
仙
台
”
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
音
楽
ホ
ー
ル
に

対
す
る
市
民
の
関
心
も
非
常
に
高
い
で
す
ね
。

郡
　
震
災
か
ら
の
復
興
を
進
め
る
中
で
も
、
音
楽

の
力
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
意
味
で
も
、
ぜ
ひ
必
要
な
施
設
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
国
内
外
の
著
名
な
音
楽
家
の
方
に
来

て
い
た
だ
き
、
最
高
の
音
響
で
音
楽
に
触
れ
ら
れ

る
場
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
培
っ
て
き
た
音
楽
・
芸
術
の
文
化
を
さ
ら
に
飛

躍
さ
せ
ら
れ
る
舞
台
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
世
界
に
通
用
す
る
レ
ベ
ル
で
あ
り
な
が
ら
、

“
仙
台
ら
し
さ
”
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ホ
ー
ル
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
早
く
具
体

的
な
形
を
お
示
し
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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こ

ふ
か

　
　
　

 

ま
つ

　
　
　
　
　
　

 

　つ
と
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深
松

　努
仙
台
建
設
業
協
会 

会
長

仙
台
市 

市
長

深
松
　
私
自
身
、
中
学
生
時
代
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
で
サ
ッ
ク
ス
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
中

学
生
で
は
珍
し
く
合
宿
も
行
う
な
ど
音
楽
に
没
頭

し
た
３
年
間
で
し
た
。
本
当
に
音
楽
は
良
い
で
す

ね
。
現
在
、
仙
台
で
は
ビ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
な
か
な

か
来
て
く
れ
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
そ
の
要
因

と
し
て
会
場
の
問
題
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
仙
台
に
国
内
の
代
表
的
な
施
設
に
引
け
を
と

ら
な
い
よ
う
な
音
楽
ホ
ー
ル
が
出
来
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
話
は
代
わ
っ
て
、
23
年
に
仙
台
で
第
40
回
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
開
催
（
４
月
下
旬
～
６
月
下

旬
）
さ
れ
ま
す
。
私
も
実
行
委
員
の
１
人
と
し
て

準
備
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
復
興
を
遂
げ
た
仙

台
を
全
国
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
本
当
に
良
い
チ
ャ

ン
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

郡
　
仙
台
で
は
平
成
元
年
以
来
２
度
目
の
フ
ェ
ア

開
催
と
な
り
ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
の
一
つ
と
な
る

青
葉
山
公
園
で
は
す
で
に
整
備
が
始
ま
っ
て
お
り
、

（
仮
称
）
青
葉
山
公
園
セ
ン
タ
ー
も
日
に
日
に
建

物
の
形
が
見
え
て
く
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
期
待
も

高
ま
っ
て
き
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、

広
瀬
川
や
西
公
園
も
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
ま
す
し
、

ま
ち
な
か
や
沿
岸
部
も
会
場
と
位
置
づ
け
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
仙
台
が
こ
の
よ
う
に
復
興
し
ま
し
た
と

い
う
感
謝
を
込
め
て
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。災

害
に
強
い
ま
ち
を

世
界
中
に
発
信

深
松
　
開
催
時
期
も
新
緑
か
ら
始
ま
り
終
わ
る
こ

ろ
に
は
深
い
緑
と
、
ま
さ
に
杜
の
都
を
体
感
で
き

ま
す
ね
。
私
も
委
員
と
し
て
期
間
中
だ
け
で
な
く

未
来
永
劫
、
多
く
の
人
が
仙
台
を
訪
れ
る
き
っ
か

け
と
し
て
フ
ェ
ア
が
成
功
す
る
よ
う
に
発
言
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
仙
台
は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
し
な
や
か
で
強
靱
な
「
防
災
環
境
都
市

づ
く
り
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ

て
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
災
害
に
強
い
ま
ち

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
年
２
月
に

震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
以
前
で

あ
れ
ば
市
内
で
も
水
道
管
が
破
裂
し
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
震
に
強
い
水
道
管
へ

の
入
れ
替
え
が
進
ん
で
い
て
、
ほ
と
ん
ど
大
丈
夫

で
し
た
。
津
波
は
、
堤
防
の
役
目
を
兼
ね
た
東
部

復
興
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
し
、
例
え
1
0
0
㍉

の
雨
が
降
っ
て
も
広
瀬
川
が
溢
れ
て
く
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
都
市
機
能
は
十
分
に
守
ら
れ
ま

す
。
こ
ん
な
に
災
害
に
強
い
都
市
は
ほ
か
に
あ
り

ま
せ
ん
。

郡
　
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
で
も
、
1
0
0
万
都
市

の
中
で
は
と
り
わ
け
早
く
に
感
染
状
況
を
落
ち
着

か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
意
味
で

は
地
震
、
豪
雨
と
い
っ
た
様
々
な
自
然
災
害
に
加

え
て
、
感
染
症
に
も
強
い
ま
ち
を
構
築
し
て
い
こ

う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

深
松
　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
い
う
こ
と
で
、

私
た
ち
仙
台
建
設
業
協
会
も
定
期
的
に
防
災
訓
練

な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
仙
台
を
守
る
体
制
を

向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

郡
　
地
元
の
建
設
業
界
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
行
政
も
こ
れ
ま
で
様
々
な
知
見
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。
国
内
、
さ
ら
に
は
世
界
の
防
災

力
、
減
災
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
知

見
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
を
良
く
知
る
地
元

建
設
業
の
皆
さ
ん
と
固
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
も
な
り
ま
す
し
、
厳
し
い
経
験
を
乗
り
越
え

て
き
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
中
、
世
界
中

に
発
信
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

深
松
　
10
月
に
和
歌
山
県
で
発
生
し
た
水
管
橋
の

落
橋
で
は
、
６
万
人
が
断
水
の
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
詳
し
い
原
因
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
適

切
に
維
持
更
新
し
て
い
か
な
い
と
当
た
り
前
だ
っ

た
生
活
が
そ
う
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
先

手
先
手
で
そ
う
し
た
芽
を
摘
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
建
設
業
界
も
少
子
高
齢

化
の
影
響
で
職
人
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
仙
台
を
守
る
力
が
弱
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
は
５

年
前
に
杜
の
都
建
設
協
同
組
合
と
い
う
組
織
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

郡
　
都
市
基
盤
整
備
の
根
幹
と
、
安
心
・
安
全
の

源
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
と
の
協
力

関
係
は
、
本
市
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
連
携
し
て
様
々
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

深
松
　
市
長
が
お
話
し
に
な
っ
た
「
選
ば
れ
る
都

市
、
仙
台
」
の
実
現
に
は
、
若
い
世
代
の
定
着
が

不
可
欠
で
す
。
ぜ
ひ
、
官
民
挙
げ
て
若
い
世
代
を

呼
び
込
み
、
次
の
50
年
、
1
0
0
年
へ
と
つ
な
げ

て
ほ
し
い
で
す
。
私
た
ち
も
積
極
的
に
お
手
伝
い

し
な
が
ら
、
一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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安
全
で
快
適
な
仙
台
の
都
市
環
境
を
め
ざ
し
て
―

建
設
会
社
の一日
を
追
う

安
全
・
安
心
で
快
適
な
仙
台
の
都
市
空
間
整
備
に
建
設
業
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

日
夜
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
私
た
ち
建
設
業
の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
一
部
コ
ロ
ナ
前
の
写
真
も
あ
り
ま
す

「おはようございます！」朝
の準備運動から作業現
場の一日が始まります
（若葉建設）

持場につく前の危険予
知（KY）活動。みんなで
危険を予知して「安全先
取り！」（阿部和工務店）

ボランティア活動も建
設会社の重要な使
命。市民と一緒に「ひ
まわりプロジェクト」に
参加（木皿建設）

施工協力会社らと定期的に安
全大会を実施し、職場の安全・
衛生向上を徹底。安全はすべて
に優先します（阿部砂利建設）

こちらも本日の作業終了。矢板など建材は
決められた置場でカバーをかけてしっかり管
理。整理整頓も重要な仕事（日建工業）

大型重機を自在に
駆使できるのが建
設業の醍醐味です
（深松組）

施工管理、現場
巡視を入念に
（中城建設）

明日以降の
工程チェック
も念入りに
（中城建設）

建物改修現場に
て。クラック注入箇
所の延長を測定
（東北共栄建設）

倒木の回収。台風
通過後など撤去要
請が寄せられます
（三浦組）

災害時の緊急工事。
この日は休日でした
が出動要請に応えま
した（山辰建設）

本日分の作業終了。場内はきれ
いに清掃し、明日も気持ちよく作
業に取り組もう！（阿部和工務店）

「待ってました！」楽
しい昼食。この日は
特別に出前ピザ
（赤坂建設）

仕事が無事完了したら反省
会（打ち上げ！）で社員の親
睦を深めます（木皿建設）

豪雨時の緊急出動。河川
氾濫や冠水被害から市
民生活を守る（上・長谷
川建設、下・赤坂建設）

往来に配慮し、都心
部の土木工事は夜間
に行うこともしばしば
（深松組）

アンダーパスの冠水
による夜間の緊急
出動。集水枡詰りの
解消作業（高工）

夜間の猫の亡骸回収。
辛い仕事です。でも誰
かがやらなければなりま
せん（高工）

開通が待ち遠しい
宮沢根白石線の道
路改築工事に挑む
（サイト工業）

冬季は早朝の除雪作
業で通勤・通学の市民
の足を確保（左・長谷川
建設  右・後藤工業）
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いに清掃し、明日も気持ちよく作
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しい昼食。この日は
特別に出前ピザ
（赤坂建設）

仕事が無事完了したら反省
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氾濫や冠水被害から市
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の足を確保（左・長谷川
建設  右・後藤工業）
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技士補制度
生産性向上へ―
監理技術者を補佐する新資格

将来の建設業の担い手確保などを目的とし、今年4月
1日に施行された「建設業法及び公共工事の入札及び
契約の適正化の促進に関する法律の一部を改正する法
律」によって、元請け建設業者が配置する監理技術者
の補佐役となる「技士補」の資格が新たに創設されました。

これまでの技術検定制度では、「学科試験」と「実
地試験」の両方に合格することで施工管理技士（1級ま
たは2級）の資格を取得できましたが、学科試験に合格
した場合でも実地試験が不合格だと何も得られず、受験
者のモチベーションの低下にもつながっていました。一方、
4月1日からは、学科試験と実地試験の名称が「第一次
検定」と「第二次検定」に変わり、「第一次検定」に

合格した受験者は「施工管理
技士補（1級または2級）」の資
格を取得できるようになったこと
に加え（図1） 、以降は第二次
検定の合格のみで施工管理技
士の資格を得ることができるよう
になりました。

また従来、建設業者が元請け
として総額4,000万円以上（建
築一式工事は6,000万円）の工事を受注した場合、工
事現場ごとに専任で監理技術者の配置が必要でした。
現場ごとに1級施工管理技士が必要なので、人材の確
保が大きな問題となっていましたが、この制度ができたこ
とで、現場に1級技士補を専任の技術者として置くことが
でき、監理技術者が2つの工事現場を兼任できるように
なりました（図2） 。

このようなことから、新制度は建設現場で叫ばれている
「技術者の不足」を補うことができ、施工管理技術者資
格取得までのモチベーションを上げる役割が期待されています。

技士補になると監理技術者を補佐する職務を実施でき
ます。具体的には、これまで監理技術者の職務だった「施
工計画の作成」「工程管理」「品質管理」「技術上の
管理、工事を施工するものへの指導監督」といった補佐
を行えます。ただし、技士補は施工管理技士ではないの
で、常に施工管理技士からの指導監督を受けながら、
職務を行う必要があります。

建設キャリアアップシステム
能力の “見える化”で処遇改善

建設業に従事する技能者は、他産業従事者と異な
りさまざまな事業者の現場で経験を積んでいくため、
個々の技能者の能力が統一的に評価されにくく、現場
管理や後進の指導など一定の経験を積んだ技能者が
果たしている役割や、能力が処遇に反映されにくい環
境にあります。こうした状況から、技能者の現場にお
ける就業履歴や保有資格などを、技能者に配布するＩ
Ｃカードを通じ、業界統一のルールでシステムに蓄積
することで、技能者の能力の“見える化 ”を図り、処
遇の改善や技能の研さんにつなげることを目指す「建
設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）」の推進が重要
となってきます。

ＣＣＵＳは、建設業振興基金が運営主体となり、
2019年4月より本格運用が開始されました。これまで
に約66万人の技術者（技術者総数の約5人に1人）と
9.6万者の事業者が登録しています（今年8月末時点）。
運用の流れは①建設事業者は商号や現場名・工事内
容等を、技能者は本人情報や保有資格・社会保険加
入状況等をシステムに登録する②技能者は個人用の
カード（キャリアアップカード）が発行され、現場で
業務に当たる際には個人カードをＩＣカードリーダーに

読み取らせ、就業履歴を記録する③技能者の資格や
就業履歴は「個々のキャリア」としてデータ化され、
システムに蓄積される④登録データに対し、客観的な
基準を設け、技能者のレベル分けや適正な評価に活
用される―となっています。

能力評価はレベル1からレベル4までの4段階あり、
キャリアアップカードのカードの色に結びついています

（下図参照） 。今後はレベルに応じた賃金目安を設定
し、賃金上昇につなげるなど、国や自治体、元請け、
下請けが一体となって処遇改善に向けた取り組みを促
進する見通しです。

なお仙台市でも、今年4月から総合評価一般競争入
札の評価項目に「建設キャリアアップシステムの活用
状況」を新設しました（0.5点を配点）。特に、建築
の発注工事では高い効果が見込まれるため、配点を1.0
点まで引き上げています。

レベル別のカード

図１ 技術検定制度見直し

図2  現場の兼任が可
能に

1級技士補
（専任）

監理技術者（兼任）
（1級の施工管理技士）
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糖尿病は、インスリンの作用不足

により慢性の高血糖状態が持続する

病気です。インスリンは、膵臓のラ

ンゲルハンス島にあるβ細胞から分

泌されるホルモンですので糖尿病は

膵臓の病気ということになります。

本邦の患者数は、予備群を含めると

放置は禁物～身近な疾患「糖尿病」～

菊地 徹（きくち  とおる）

菊地胃腸科内科医院院長

■職歴
1992年3月　日本大学医学部卒業
1992年4月　東北労災病院内科研修
1994年4月　東北大学第三内科
1997年2月　  いわき市立総合磐城共立病

院消化器内科医長
2000年4月　  宮城県立がんセンター消化

器科主任医長
2007年4月　菊地胃腸科内科医院院長
■役職
仙台市医師会理事
仙台市医師会看護専門学校副学校長
仙台市立立町小学校管理校医
仙台市立第二中学校管理校医
　　　　　　（令和3年9月現在）

およそ2,200万人と推定され、極め

て身近にある疾患と言えるでしょう。

通常、健康診断などで血糖値の異

常により発見されますが、高血糖に

基づく喉の渇き、多飲・多尿、体重

減少、疲れやすさなどは糖尿病を疑

う症状です。

糖尿病自体は、胃潰瘍や腰痛など

とは異なり痛くも痒くもない病気な

ので、放置されることも珍しくあり

ません。しかしながら、糖尿病の厄

介なところは、放置することによっ

て合併症が進行してしまうことで

す。目の網膜症、腎臓のはたらきが

低下する腎症、そして手足の末梢神

経障害が三大合併症として有名で

す。網膜症が進行しますと失明に至

りますし、重度の腎症では血液透析

が必要になります。下肢の末梢神経

が障害を受けますと、しびれに始ま

り果ては血行障害を来たして下肢の

切断を余儀なくされます。これら

細小血管合併症もさることながら、

動脈硬化の進行に伴う大血管イベン

ト、いわゆる心筋梗塞や脳卒中など

を来すとさらに深刻です。そのた

め、糖尿病の患者さんの平均寿命

は、一般の人よりも男性でおよそ

10年、女性では13年短いとされます。

したがいまして、糖尿病治療の目

標は、合併症の発症を阻止し、健康

な人と変わらない日常生活の質の維

持ならびに寿命の確保となります。

診断後は食事に注意し
適度な運動を

糖尿病と診断されたら、まずは

食事・運動療法が基本となります。

食事ですが、脂肪を控えめに食物繊

維を多く含む食品を摂るようにしま

す。食品の種類はできるだけ多い方

がよいでしょう。三食規則正しく、

ゆっくりよく噛んで食べ、腹八分目

といたしましょう。また、肝機能に

問題のない方の飲酒は、ビール中瓶

１本、日本酒１合、ワインならグラ

ス２杯が目安です。

続いて運動ですが、歩行、ジョギ

ング、水泳などの有酸素運動が効果

的です。負荷の程度は、自分に合っ

たレベルで構いません。毎日が基本

ではありますが、少なくとも週に３

日以上は実践したいものです。食事

で過剰に摂取したエネルギーを運動

量を増やして消費するのは容易では

ありません。食事療法をしっかりと

行い、その日の体調に応じて適度な

運動を続けることが大切です。
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ま
ず
は
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
仙
台
工
業
高
校
に
入
学
し
た
き
っ
か
け
や
、
卒

業
後
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

平
田
　
将
来
は
橋
や
ダ
ム
な
ど
の
大
き
い
建
造
物

を
造
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
仙
台
工
業
高

校
に
入
学
し
ま
し
た
。
あ
と
は
、
憧
れ
て
い
る
先

輩
が
い
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。
卒
業
後
は

建
設
会
社
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

齋
藤
　
進
路
で
悩
ん
で
い
た
中
学
３
年
生
の
時

に
、
父
が
工
業
高
校
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
土
木
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、『
自
分
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
』
と
書
い
て
あ
っ

た
こ
と
で
興
味
が
湧
き
、
専
門
的
な
学
校
で
土
木

を
学
ん
で
み
た
い
と
思
い
受
験
し
ま
し
た
。
卒
業

後
の
進
路
は
ま
だ
悩
ん
で
い
ま
す
。

高
坂
　
私
は
昔
か
ら
も
の
づ
く
り
が
好
き
で
、
好

き
な
こ
と
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

あ
っ
た
の
で
、
高
校
は
建
築
科
の
あ
る
工
業
高
校

を
選
び
ま
し
た
。
将
来
は
事
務
作
業
で
は
な
く
、

実
際
に
現
場
に
出
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　

今
野
　
私
の
父
と
兄
が
料
理
人
で
、
家
族
が
も
の

を
つ
く
っ
て
人
の
た
め
に
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、

私
も
建
設
業
の
立
場
で
も
の
を
つ
く
る
こ
と
に
関

わ
り
、
人
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
い
こ
の
学
校

に
入
学
し
ま
し
た
。
将
来
は
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
の

仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

続
い
て
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人
か
ら
、
現
在
携
わ
っ
て
い

る
仕
事
や
今
の
会
社
に
入
っ
た
理
由
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

安
藤
　
熱
海
建
設
に
入
社
し
今
年
で
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
現
在
は
亘
理
町
で
河
川
の
護
岸
工
事
の

現
場
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
私
が
こ
の
会
社
に
入

社
し
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
訪
問
し
た

　今年で創立125周年を迎える仙台市立仙

台工業高等学校は、その歴史と伝統を受け

継いだ優秀な卒業生を地元建設業界に多く

輩出しています。フォーサイトでは、今年も

仙台工業高校土木科・建築科の生徒と、仙

台建設業協会会員企業で活躍する同校ＯＢ

の座談会を企画しました。進路選択の岐路

に立つ生徒の皆さんが抱える不安や疑問に

対して、次代の建設業を担う若手ＯＢが経

験を踏まえながら答えてくれました。
司会：建設新聞社 中村 雅章

前列：左から山口さん、安藤さん　　後列：左から今野さん、高坂さん、平田さん、齋藤さん

座談会

もっと知りたい! 建設業の仕事

在校生&同校OB
仙台市立仙台工業高校

おしえて先輩  
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ん
と
も
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
と

思
い
ま
す
。

安
藤
　
私
も
あ
い
さ
つ
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
、
こ
の
業
界
は
仙
台
工
業
を
卒
業
し
た
人

が
多
い
の
で
、
自
然
と
会
話
が
生
ま
れ
た
り
、
気

に
か
け
て
も
ら
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
点
で
、
仙
台
工
業
高
校
の
ブ
ラ
ン
ド
は

強
い
と
感
じ
ま
す
ね
。

土
木
科
・
建
築
科
共
通
の
質
問
が
あ
り
ま
す
の
で

代
表
し
て
質
問
し
ま
す
。
高
校
在
学
中
に
取
得

し
て
お
い
た
方
が
良
い
資
格
は
あ
り
ま
す
か
。

安
藤
　
土
木
科
は
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
学

科
が
受
験
で
き
ま
す
。
仙
台
工
業
高
校
の
先
生
た

ち
は
し
っ
か
り
指
導
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
分
か

ら
な
い
こ
と
は
積
極
的
に
先
生
に
聞
い
て
対
策
す

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
土
木
科
で

は
測
量
士
補
、
小
型
車
両
系
建
設
機
械
、
高
所

作
業
車
な
ど
が
取
得
で
き
ま
す
。
就
職
後
の
仕
事

の
幅
が
広
が
り
ま
す
よ
。

山
口
　
建
築
科
も
同
じ
く
、
２
級
建
築
施
工
管

理
技
士
の
学
科
の
合
格
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で

す
。
私
は
学
生
時
代
、
過
去
問
題
を
ひ
た
す
ら
解

い
た
り
、
放
課
後
に
友
人
と
問
題
を
出
し
合
っ
た

り
し
て
乗
り
切
り
ま
し
た
。
建
築
科
で
言
え
ば
、

そ
の
ほ
か
に
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
に
挑
戦
す
る
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
資
格
は
在
学
中
に
取
っ
て
お
い

て
損
は
な
い
で
し
ょ
う
。

同
席
い
た
だ
い
て
い
る
鰹
谷
先
生
も
含
め
て
全
員

に
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鰹
谷
博
文
先
生　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
中
止
と

な
り
、
現
3
年
生
か
ら
は
進
路
を
決
め
る
上
で

参
考
に
す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
、

意
義
や
効
果
を
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

平
田
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
は
進
路
を

決
め
る
上
で
と
て
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
高

校
卒
業
後
、
仮
に
進
学
し
て
も
い
ず
れ
は
就
職
す

る
時
が
来
る
の
で
、
高
校
生
で
体
験
で
き
る
の
は

と
て
も
良
い
で
す
。

齋
藤
　
私
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く
前
は
就

職
に
つ
い
て
漠
然
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
仕
事
の

イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

高
坂
　
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
で
も
、
向
い
て
い

る
こ
と
と
向
い
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
直
接
仕
事
を
見
て
、
感
じ
る
こ
と
で
自
分

の
特
性
に
合
う
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
野
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
専
門
用
語
な

ど
学
校
で
習
わ
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
実
際
の
業
務
の
理
解
も
深
ま
り
、
ま
す
ま
す

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
地
元
建
設
業
の
魅
力
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
町
に
貢
献
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

山
口
　
私
は
入
社
６
年
目
で
す
。
今
配
属
さ
れ
て

い
る
現
場
は
仙
台
市
若
林
区
藤
塚
の
温
泉
施
設
の

新
築
工
事
で
、
現
場
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
私
は

地
元
で
働
き
た
い
と
い
う
希
望
が
大
き
か
っ
た
の

で
、
地
元
企
業
の
中
で
も
自
分
に
合
っ
て
い
る
と

感
じ
た
深
松
組
に
入
り
ま
し
た
。

で
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人
へ
の

質
問
に
移
り
ま
す
。

齋
藤　

私
は
今
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
悩
ん
で

い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人
は
、
な
ぜ
進
学
で
は
な

く
就
職
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
か
。

安
藤
　
私
は
実
際
に
働
い
て
い
た
先
輩
な
ど
に
話

を
聞
い
て
、
大
卒
で
入
社
す
る
人
よ
り
も
早
く
か

ら
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
就
職
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

山
口
　
私
は
勉
強
が
嫌
い
だ
っ
た
と
い
う
の
も
あ
っ

て
、
就
職
し
た
方
が
面
白
そ
う
だ
と
思
い
、
就
職

の
道
を
選
び
ま
し
た
。
高
卒
は
大
卒
と
比
べ
る
と

４
年
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
４
年
経

つ
と
仕
事
を
任
さ
れ
た
り
も
し
ま
す
の
で
、
実
際

に
働
い
て
み
て
４
年
の
差
は
大
き
い
と
感
じ
ま
す
ね
。

高
坂　

仕
事
を
す
る
中
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
の

は
ど
の
よ
う
な
時
で
す
か
。

山
口
　
何
も
な
い
更
地
の
状
態
か
ら
工
事
を
始

め
、
建
物
が
無
事
に
完
成
・
引
き
渡
し
を
迎
え
る

と
、
や
り
切
っ
た
と
い
う
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

安
藤
　
私
は
台
風
19
号
被
害
か
ら
の
復
旧
に
携

わ
っ
た
時
に
、
当
初
は
町
が
水
浸
し
と
い
う
悲
惨

な
状
況
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
復
興
し
て
い
く

様
子
を
見
て
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

平
田　

上
司
や
職
人
さ
ん
と
接
す
る
上
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

安
藤
　
現
場
管
理
の
仕
事
は
、
役
所
の
方
、
作
業

員
、
会
社
の
上
司
・
同
僚
と
、
関
わ
る
人
が
と
て

も
多
い
で
す
。
時
と
場
合
に
応
じ
た
話
し
方
を
身

に
着
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
周
囲
と
良

い
関
係
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
は
、
円
滑
に
仕
事

を
進
め
る
上
で
と
て
も
大
切
で
す
。

山
口
　
職
人
さ
ん
に
対
し
て
は
こ
ち
ら
が
指
示
す

る
立
場
な
の
で
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
良
好
な
関
係
を
築
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
体
調
な
ど
職
人
さ
ん
の
様
子
を
う
か
が
う

こ
と
も
必
要
で
す
。

今
野　

学
生
時
代
の
経
験
で
仕
事
に
生
か
せ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
口
　
仙
台
工
業
高
校
で
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り

身
に
着
け
て
い
た
こ
と
で
す
。
元
気
よ
く
き
ち
ん

と
続
け
て
い
け
ば
、
上
司
、
職
人
さ
ん
、
お
客
さ
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仕
事
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

安
藤
　
現
場
の
雰
囲
気
や
仕
事
の
内
容
に
触
れ
る

こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
働
い
て
い

る
人
と
話
す
機
会
が
あ
る
と
、
進
路
を
決
め
る
上

で
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
人
の

話
を
聞
い
た
上
で
地
元
の
企
業
に
勤
め
る
と
決
め

た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
進
路
を
決
め
る

一
番
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

山
口
　
私
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
場
管
理
の
仕
事
は
事
務

作
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
場

管
理
の
立
場
で
も
現
場
に
出
て
職
人
さ
ん
が
施
工

し
た
も
の
を
確
認
し
た
り
、
測
量
や
軽
作
業
を
行
っ

た
り
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
仕
事
の
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。
就
職
後
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
実
際
に
ど
う
い
う

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
肌
で
感
じ
た
方
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

少
子
化
で
ど
の
業
界
も
人
手
不
足
で
す
。
特
に
地

元
で
就
職
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
思
っ
て
い
る

こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
田
　
私
は
建
設
関
係
で
地
元
な
ら
で
は
の
個
性

的
な
も
の
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
、
将
来
も
地
元
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

齋
藤
　
今
は
ま
だ
就
職
と
進
学
で
悩
ん
で
い
ま
す

が
、
就
職
す
る
な
ら
県
内
で
就
職
し
た
い
で
す
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ
と
仙
台
市
に
い
る
の
で
、

な
じ
み
が
あ
る
分
仕
事
に
も
生
か
せ
る
と
思
い
ま

す
。
携
わ
っ
た
も
の
が
地
元
に
残
る
の
は
素
晴
ら

し
い
と
思
う
の
で
、
自
分
も
そ
れ
を
経
験
し
て
み

た
い
で
す
。

高
坂
　
私
の
地
元
は
青
森
県
で
す
。
仙
台
に
比
べ

る
と
青
森
は
何
も
な
い
と
思
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
宮
城
県
内
だ
け
で
な
く
、
県

外
で
も
い
ろ
い
ろ
な
建
物
を
建
て
ら
れ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

今
野
　
私
は
今
の
と
こ
ろ
は
県
外
に
就
職
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
が
起
き
て
い
ま

す
。
各
地
の
復
興
支
援
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
地
元
企
業
に
就
職
し
た
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人

は
、
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

安
藤
　
私
は
、
今
ま
で
と
は
別
の
角
度
か
ら
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
自
分
が
仕
事
で
関
わ
っ
た
も
の
が
故

郷
に
残
る
こ
と
も
励
み
に
な
り
ま
す
。
災
害
時
や

両
親
が
体
調
を
崩
し
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
み
て

も
、
地
元
に
就
職
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
口
　
私
は
も
と
も
と
地
元
で
就
職
し
た
か
っ
た

の
で
、
希
望
が
叶
っ
た
形
で
す
。
自
分
が
建
て
た

建
物
が
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
の
を
目
に

す
る
と
達
成
感
が
得
ら
れ
ま
す
し
、
地
元
に
貢
献

で
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人
か
ら
生
徒
の
皆
さ
ん
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
藤
　
就
職
後
は
日
々
勉
強
で
、
学
ぶ
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
の

関
わ
り
な
ど
、
い
ま
学
校
で
学
ん
で
い
る
こ
と
が

全
て
の
基
礎
に
な
っ
て
き
ま
す
。
必
ず
経
験
が
生

き
て
く
る
の
で
、
一
日
一
日
を
学
び
の
場
と
し
て
、

残
り
の
学
校
生
活
を
大
切
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

山
口
　
資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
を
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
仙
台
工
業
高
校
か
ら
は

同
じ
業
界
に
就
職
す
る
人
が
多
い
の
で
、
友
達
と

は
就
職
後
も
支
え
合
え
る
よ
う
な
良
い
関
係
を
築

い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

深
松
組

（
仙
台
市
青
葉
区
）

山
口 

将
之
さ
ん

や
ま  

ぐ
ち     

ま
さ  

ゆ
き

熱
海
建
設

（
仙
台
市
青
葉
区
）

（
2
0
1
9
年
3
月
卒
）

（
2
0
1
6
年
3
月
卒
）

安
藤

　 蓮
さ
ん

あ
ん  

ど
う             

れ
ん

建
築
科
２
年

今
野 

美
香
さ
ん

こ
ん    

の        

み      

か

建
築
科
２
年

高
坂 

愛
那
さ
ん

こ
う  

さ
か      

あ
い  

な

土
木
科
２
年

齋
藤 

太
陽
さ
ん

さ
い  

と
う      

た
い  

よ
う

土
木
科
２
年

平
田 

嵐
士
さ
ん

ひ
ら    

た       

あ
っ    

し
ゅ
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て
実
施
。
活
動
に
当
た
り
深
松
会
長
は
「
今
回
は

久
し
ぶ
り
に
皆
で
集
ま
れ
た
の
で
、
普
段
会
え
な

い
人
と
情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
場
に
も
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
ら
は
協
力
し

て
河
川
敷
の
歩
道
の
除
草
や
ご
み
拾
い
な
ど
に
尽

力
し
ま
し
た
。

実
践
的
な
実
習
な
ど
仕
事
を
体
験

仙
台
工
高
生
が
現
場
実
習

仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
等
学
校
生
徒
の
産
業
現

場
実
習
が
、
７
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
３
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
仙
建
協
か
ら
９
社
が
受

け
入
れ
に
協
力
。
生
徒
ら
は
、
建
設
業
の
役
割
を

★事務局だより★
本年度は青田茂雄専務理事、小野
麻子さん、鶴谷侑子さんの3人体制
で日々の業務に当たっています。
2021年度も新型コロナウイルスが
各所で影響を及ぼしています。この
ような中で仙建協は、理事会を初め
てリモートで開催するなど、感染症
等に対応する新たな事務局運営に取
り組んできました。
青田専務は「新型コロナウイルス
を追い風とし、ウェブ会議など業務
の効率化を図っていきます。また、
会員に協会に入っているメリットを
感じてもらえるような取り組みも推
進します」と意気込みを語りました。
また、小野さんは「新型コロナウ
イルスによって出てきた新たな業務
に対応し、会員さんが良い仕事がで
きるようサポートしていきたいです」
と話し、鶴谷さんも「消毒など、新
型コロナウイルスへの対策はこれか
らも徹底します。しっかりと会員の
皆さんを支えられるように頑張りま
す」と力を込めました。

鶴谷さん、青田専務理事、小野さん

新
３
Ｋ
へ
休
日
月
１
＋
運
動
等
推
進

21
年
度
定
時
総
会

仙
台
建
設
業
協
会
（
以
下
、「
仙
建
協
」）
は
７

日
、
２
０
２
１
年
度
定
時
総
会
を
仙
台
市
の
宮
城

県
建
設
産
業
会
館
で
開
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

各
種
社
会
貢
献
活
動
の
ほ
か
、
新
３
Ｋ
の
実
現
へ

「
休
日
月
１
＋
運
動
」
を
推
進
。
さ
ら
に
、
浜
松

建
設
業
協
会
と
の
相
互
協
定
な
ど
、
各
協
定
に
基

づ
く
事
業
に
も
取
り
組
む
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
深
松
会
長
は
「
協
会
が
果
た

す
役
割
を
継
続
し
、
さ
ら
に
重
要
な
業
界
と
位
置

付
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
行
政
へ
要
望
し
続
け
ま

す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

21
年
度
の
事
業
計
画
に
は
▽
休
日
月ツ
キ

１イ
チ

＋プ
ラ
ス

運
動

に
よ
る
４
週
７
休
と
す
る
働
き
方
改
革
の
継
続
▽

集
団
資
源
回
収
の
実
施
▽
協
定
に
基
づ
く
災
害
応

急
措
置
協
力
会
の
活
動
推
進
▽
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
や
中
古
メ
ガ
ネ
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
へ
の
協
力
―
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
松
建
協
と
の
「
仙
台
市
お
よ
び
浜
松

市
に
お
け
る
災
害
時
の
相
互
援
助
に
関
す
る
協
定
」

の
一
環
と
し
て
関
係
団
体
と
結
ん
だ
「
燃
料
輸
送

に
関
す
る
覚
書
」
に
関
し
て
、
発
災
時
の
重
機
燃

料
供
給
と
合
わ
せ
て
協
議
を
進
め
る
計
画
で
す
。

加
え
て
、
関
係
団
体
と
締
結
し
た
「
災
害
廃
棄
物

処
理
協
定
」
に
つ

い
て
、
市
民
用
仮

置
き
場
の
モ
デ
ル

地
区
の
造
成
計
画

立
案
に
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

仙
建
協
は
千
代
大
橋
を
担
当

流
域
17
会
場
で
一
斉
清
掃

建
設
関
係
団
体
や
企
業
が
多
数
参
加
す
る
「
広

瀬
川
１
万
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
30
回
一
斉
清

掃
が
10
月
２
日
、
仙
台
市
と
名
取
市
の
計
17
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
仙
建
協
が
担

当
す
る
千
代
大
橋
会
場
に
は
、
会
員
49
社
か
ら

１
０
８
人
が
参
加
し
、
河
川
敷
の
除
草
や
ご
み
拾

い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
春
と
秋
に
広
瀬
川
流
域
で
清
掃

や
除
草
な
ど
を
実
施
す
る
も
の
。
春
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
。
今
年
初
め
て
と

な
る
秋
の
活
動
は
、

各
会
場
で
参
加
人
数

を
制
御
す
る
な
ど
、

感
染
症
対
策
を
施
し

た
上
で
開
催
し
ま
し
た
。

千
代
大
橋
会
場
は
、

参
加
者
を
仙
建
協
の

会
員
企
業
に
限
定
し

測量実習にチャレンジ！

深松会長

伝
え
る
座
学
や
体
験
型
の
実
習
を
通
じ
て
仕
事
の

一
端
に
触
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
習
は
、
２
年
生
を
対
象
に
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
座
学
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
現

場
で
の
測
量
や
丁
張
と
い
っ
た
作
業
を
体
験
。
実

践
的
な
経
験
を
得
る
こ
と
で
、
知
識
や
技
能
、
技

術
の
習
得
を
目
指
し
な
が
ら
、
現
場
で
働
く
こ
と

の
魅
力
を
伝
え
、
地
域
建
設
業
の
未
来
に
貢
献
す

る
人
材
育
成
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
仙
建

協
で
は
、
建
築
科
と
土
木
科
の
生
徒
受
入
れ
に
そ

れ
ぞ
れ
建
築
４
社
、
土
木
５
社
が
協
力
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
後
藤
工
業
は
土
木
科
の
生
徒
３
人

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
初
日
、
建
設

業
の
役
割
や
会
社
の
概
要
な
ど
を
座
学
で
学
習
。

２
日
目
と
な
る
８
日
は
、
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
安
全
教
育

な
ど
を
受
け
た
後
、
同
社
が
施
工
し
て
い
る
「
箱

堤
地
区
橋
梁
下
部
工
」
の
現
場

で
高
橋
誠
司
作
業
所
長
ら
の
指

導
の
下
、
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
測
量
実
習
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
現
場

で
働
い
て
い
る
人
か
ら
教
わ
る

こ
と
が
で
き
て
、
改
め
て
土
木

の
魅
力
に
気
付
い
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

10月
●広瀬川1万人プロジェクト・
第30回一斉清掃（千代大
橋）参加
●仙台市避難所等開設後安全
確認支援研修会
●2021年度安全大会
●木建パトロール
●常任理事会・第164回理事
会
●仙台市都市整備局営繕課と
の意見交換会

11月
●宮城県建設業協会災害訓練
への参加
●仙台市都市整備局技術管理
室との意見交換
●鳥インフルエンザ対策説明
会
●環境学習図書贈呈式
●2021年度建設工事安全パ
トロール
●木建パトロール
●第4回集団資源回収運動

12月
●2021年度第2回仙台市労働
基準監督署・仙台市合同安
全パトロール
●木建パトロール
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仙
台
城
跡
を
含
む
青
葉
山
と
広
瀬
川
に
囲
ま

れ
た
仙
台
市
の
青
葉
山
追
廻
地
区
（
青
葉
区
）。

同
地
区
で
は
、
藩
政
時
代
か
ら
の
歴
史
・
文
化
資

源
と
優
れ
た
自
然
景
観
を
活
か
し
な
が
ら
、
市

民
や
仙
台
を
訪
れ
た
人
が
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

杜
の
都
の
シ
ン
ボ
ル
を
目
指
す
「
青
葉
山
公
園
」

の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

公
園
利
用
者
な
ど
の
集
い
の
場
所
と
な
る
「
青
葉

山
公
園
（
仮
称
）
公
園
セ
ン
タ
ー
」
の
新
築
工
事

で
す
。

公
園
セ
ン
タ
ー
は
、
青
葉
山
公
園
の
メ
ー
ン
施

設
と
し
て
、
多
く

の
人
に
憩
い
と
集

い
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に

仙
台
市
が
計
画
。

仙
台
市
青
葉
区

川
内
追
廻
地
内
の

7
9
1
5
・
53
平

方
㍍
の
敷
地
に
、

集
会
場
や
展
示

場
、
飲
食
店
な
ど

を
備
え
た
複
合
施

設
（
Ｓ
造
平
屋
、

延
べ
1
9
9
9
・

04
平
方
㍍
）
を

建
設
し
ま
す
。

工
事
は
、
施
工

を
仙
台
建
設
業

協
会
会
員
の
橋

本
店
と
皆
成
建

設
に
よ
る
Ｊ
Ｖ
が

担
当
。
工
期
は

2
0
2
0
年
10

月
8
日
か
ら
22

年
3
月
17
日
ま

で
を
予
定
し
て
お

り
、
進
捗
率
は
59
・
23
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
（
10

月
5
日
現
在
）。

公
園
セ
ン
タ
ー
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、

青
葉
山
公
園
の
玄
関
口
と
い
う
立
地
特
性
や
藩
政

時
代
か
ら
の
歴
史
性
を
踏
ま
え
た
仙
台
の
歴
史
・

文
化
を
発
信
す
る
場
」。
そ
の
た
め
、
仙
台
城
跡

の
一
部
で
あ
り
片
倉
小
十
郎
屋
敷
跡
の
一
角
と
い

う
立
地
を
踏
ま
え
、
武
家
屋
敷
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
歴
史
や
公
園
の

情
報
を
発
信
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
に
気
軽
に
休
憩
で
き
る

屋
内
の
場
所
が
少
な
い
と
い
う
課
題
を
解
決
し
、

周
辺
施
設
へ
の
回
遊

性
を
高
め
る
役
割
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
を
指
揮
す

る
橋
本
店
の
髙
橋
智

明
所
長
に
よ
る
と
、

Ｓ
造
で
は
あ
る
も
の

の
、
鉄
骨
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
集
成
材
を
巻

き
付
け
た
特
殊
な
柱

と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
内
壁
に
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
耐
力
壁
を
使
用
し
、

自
然
を
感
じ
ら
れ
る
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
2
つ
の
組
み
合
わ
せ
は
日
本
で
初
め

て
と
の
こ
と
で
「
手
探
り
状
態
だ
っ
た
の
で
、
検

証
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
慎
重
に
作
業

し
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
屋
根
は
瓦
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
素
材
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
圧
着
し
た
構

造
と
な
っ
て
お
り
「
雨
が
降
る
と
、
貼
り
付
け
作

業
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
の
で
、
工
事
は
天
候

に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
内
部
の
集
成
材
な

ど
と
合
わ
せ
て
養
生
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
苦
労

し
て
い
る
点
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

完
成
に
向
け
て
、
髙
橋
所
長
は
「
多
く
の
市
民

な
ど
が
使
用
す
る
施
設
と
な
る
の
で
、
皆
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
使
う
人
の
事
を
第
一
に
考

え
た
建
物
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
気
を
配
り
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
未
定
で
す
が
、

2
0
2
4
年
に
同
地
区
な
ど
で
開

か
れ
る
「
全
国
都
市
緑
化
仙
台
フ
ェ

ア
」
を
目
指
し
て
周
辺
整
備
な
ど
も

進
め
ら
れ
、
公
園
の
オ
ー
プ
ン
と
同

時
に
セ
ン
タ
ー
も
公
開
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
城
跡
な
ど

仙
台
の
歴
史
と
自
然
が
香
る
エ
リ
ア

の
〝
新
た
な
顔
〞
を
目
指
し
ま
す
。

歴
史
と
自
然
が
薫
る

公
園
利
用
者
の
集
い
の
場

工
事
名
＝
青
葉
山
公
園（
仮
称
）公
園
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

施
工
者
＝
橋
本
店
・
皆
成
建
設
Ｊ
Ｖ

全景全景

航空写真航空写真

鉄骨に集成材を巻き付けた特殊な柱鉄骨に集成材を巻き付けた特殊な柱

完成予想パース完成予想パース

橋本店・髙橋所長橋本店・髙橋所長
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こ
と
し
も
資
源
回
収
運
動
を
継
続

収
集
金
で
環
境
教
材
を
寄
付

仙
建
協
が
環
境
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
集
団
資
源
回
収
運
動
が
、
こ
と
し
で
３

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
会
員
の
各

会
社
や
家
庭
か
ら
出
る
資
源
ゴ
ミ
を
協
会
単
位
で

集
め
て
回
収
し
、
収
益
を
福
祉
事
業
と
し
て
社
会

に
還
元
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
年
５
回
の

回
収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
は
各
企
業
単
位
で
集
め
、
回
収
日
前

日
に
集
積
先
会
社
（
13
社
）
の
指
定
場
所
に
持
ち

込
む
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
10
日
に
は
、
３
年
目
の
収
集
金
で
仙
台
市

の
環
境
学
習
拠
点
「
せ
ん
だ
い
環
境
学
習
館
た
ま

き
さ
ん
サ
ロ
ン
」
に
環
境
学
習
に
活
用
で
き
る
図

書
や
建
設
に
関
す
る
内
容
の
本
な
ど
計
74
冊
を
寄

付
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
参
加
し
た
仙
建
協
環
境
福
祉
委
員
会

の
菅
原
博
委
員
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
環
境
局
の
事

業
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と

決
意
を
表
明
。
こ
れ
を

受
け
、
仙
台
市
環
境
局

の
佐
藤
和
美
局
長
は

「
頂
い
た
教
材
・
図
書

は
今
後
も
十
分
に
活
用

し
て
い
き
た
い
」
と
謝

意
を
示
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
９
時

に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
・
０
、
震
度

６
弱
の
地
震
が
発

生
し
た
と
想
定
。

発
災
後
、
仙
建
協

事
務
局
は
災
害
本

部
を
立
ち
上
げ
る

と
と
も
に
、
各
区

隊
長
社
と
無
線
で
安
否
・
資
機
材
集
計
、
被
災
状

況
等
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
宮
城
野
区
役
所
へ

は
、
災
害
応
急
措
置
協
力
会
社
の
宮
城
野
区
隊
長

社
・
長
谷
川
建
設
か
ら
連
絡
員
１
人
が
駆
け
付
け
、

無
線
に
よ
る
円
滑
な
情
報
交
換
で
仙
建
協
と
宮
城

野
区
の
協
力
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
城
野
区
の
鶴
ケ
谷
六
丁
目
東
公
園

で
法
面
崩
壊
、
岩
切
大
橋
で
段
差
が
発
生
し
て
い

る
と
の
通
報
が
入
り
、
長
谷
川
建
設
と
班
長
社
の

髙
工
の
担
当
者
、
区
役
所
職
員
が
現
場
に
急
行
。

到
着
後
、
速
や
か
に
状
況
を
確
認
し
て
応
急
復
旧

が
必
要
と
判
断
し
、
連
絡
を
受
け
た
区
は
、
応
急

復
旧
作
業
と
資
材
の
搬
入
を
仙
建
協
に
求
め
ま
し

た
。
円
滑
な
や
り
と
り
に
よ
り
発
災
か
ら
約
１
時

間
で
初
動
対
応
を
終
え
ま
し
た
。

訓
練
後
、
仙
建
協
の
青
田
茂
雄
専
務
理
事
は

「
今
後
も
本
番
さ
な
が
ら
に
訓
練
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
」
と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

贈呈式の様子

業
会
館
で
開
き
ま
し
た
。
約
20
人
の
若
手
技
術
者

が
参
加
し
、
施
工
管
理
の
基
本
な
ど
を
学
ん
だ
ほ

か
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

て
他
社
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
深
松
支
部
長
は
「
意
欲
的
に

勉
強
し
て
技
術
力
向
上
を
図
る
ほ
か
、
他
社
と
の

親
睦
を
深
め
、
困
っ
た
と
き
に
聞
き
合
え
る
仲
間

を
増
や
す
交
流
の
機
会
に
も
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
ワ
ン
ダ
ー
ベ
ル
合
同
会
社
の

中
村
秀
樹
氏
を
講
師

に
招
き
「
工
事
管
理

の
基
本
と
実
践
力
講

座
」
と
題
し
て
研
修

を
実
施
。
こ
の
中
で

は
、
①
工
事
管
理
の

基
本
②
施
工
生
産
性

と
コ
ス
ト
追
求
へ
の

実
践
応
用
力
―
の
２

技
術
力
向
上
と
交
流
の
機
会
に

仙
台
市
で
研
修
会
を
開
催

宮
城
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
仙
台
支
部
（
深

松
努
支
部
長
）
は
６
月
23
日
、「
工
事
管
理
の
基

本
と
実
践
力
講
座
」
を
仙
台
市
の
宮
城
県
建
設
産

仙
台
市
内
12
カ
所
へ

福
祉
施
設
に
寄
付
金
贈
呈

仙
建
協
は
、
２
月
中
に
社
会
福
祉
施
設
へ
の
寄

付
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
施
設
の
運
営
な
ど
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
例
年
企
画
し
て
お
り
、
今

回
で
28
回
目
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
贈
呈
式
は
行
わ
ず
、
仙
台
市
内
12
カ

所
へ
寄
付
金
を
送
金
し
ま
し
た
。

円
滑
な
連
携
へ
初
動
対
応
等
確
認

宮
城
野
区
と
合
同
訓
練

仙
建
協
は
７
月
７
日
、
仙
台
市
宮
城
野
区
と
合

同
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
仙
建
協
か
ら

同
区
隊
長
社
の
長
谷
川
建
設
が
出
動
。
区
役
所
職

員
と
情
報
を
と
り
ま
と
め
な
が
ら
、
円
滑
な
連
携

を
目
指
し
て
初
動
対
応
の
手
順
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
仙
建
協
と
仙
台
市
が
結
ん
で
い

る
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
措
置
の
協
力
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
き
、
区
単
位
で
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

新しい顔ぶれ
（代表者変更）
2021年4月1日　㈱泉工務店

代表取締役　小田島  英樹
2021年4月1日　通信道路㈱　

代表取締役　佐藤　　潤
2021年6月24日　仙建工業㈱

代表取締役社長　中村　知久
2021年7月21日　栄喜工業㈱

代表取締役社長　遠藤　宏幸

行事報告
4月
●常任理事会・第162回理事会
●木建パトロール

5月
●2021年度定時総会
●宮城県土木部施工管理技士会
仙台支部代議員会
●木建パトロール
●第1回雇用・安全パトロール
●第1回集団資源回収運動

6月
●仙台地区木造家屋等建築工事
安全委員会（書面開催）
●木建パトロール
●仙台市防災訓練参加

●第29回定期会議並びに各社
安全衛生担当者全体研修会
（書面開催）
●宮城県土木施工管理技士会仙
台支部「研修会」

7月
●仙台工業高校【土木科】【建
築科】現場実習受け入れ（3
日間）
●宮城野区役所と災害応急措置
協力会との災害時合同訓練お
よび協会内情報伝達訓練
●2021年度第1回仙台労働基準
監督署・仙台市合同安全パト
ロール
●マイナビ進学ライブ・未来
ビューへの参加
●木建パトロール
●仙台建設業協会2020年度施
工仙台市優良建設工事表彰
（縮小開催）
●第2回集団資源回収運動

8月
●常任理事会・第163回理事会
●木建パトロール
●第2回雇用・安全管理パト
ロール

9月
●木建パトロール
●第3回集団資源回収運動

宮城野区との協力体制を確認

20人の若手技術者が参加

つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
研
修
を
進
め
、
実
践
問
題
等

で
工
事
管
理
技
術
を
学
ん
だ
ほ
か
、「
頼
り
に
な

ら
な
い
現
場
代
理
人
と
は
？
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
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仙
台
で
進
む

都
心
エ
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ア
の
活
性
化
と

安
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会
長

〔
対
談
〕

建
設
会
社
の
1
日
を
追
う

〔
企
画
特
集
〕

お
し
え
て
先
輩  

も
っ
と
知
り
た
い
! 

建
設
業
の
仕
事

仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
校 

在
校
生
＆
同
校
O
B

〔
座
談
会
〕

歴
史
と
自
然
が
薫
る
公
園
利
用
者
の
集
い
の
場

「
青
葉
山
公
園（
仮
称
）公
園
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
」

会
員
の
現
場
紹
介 建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
・
技
士
補
制
度

建
設
ト
レ
ン
ド

放
置
は
禁
物
〜
身
近
な
疾
患「
糖
尿
病
」〜

フ
ォ
ー
サ
イ
ト
・
ド
ク
タ
ー

未来へつなぐ　杜の都のまちづくり

未 来 へつ な ぐ 　 杜 の 都 の ま ち づくり
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